
  

 



毎
年
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま

で
の
10
日
間
は
全
国
地
域
安
全

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
誰
も
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
地

域
安
全
運
動
の
最
終
日
で
あ
る

10
月
20
日
を
「
安
全
・
安
心
の

日
」
と
し
て
、
犯
罪
の
未
然
防

止
や
災
害
の
減
少
に
向
け
た
各

種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

犯
罪
や
災
害
は
、
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
犯
罪
が
発
生
す

る
と
思
わ
れ
る
場
所
や
災
害
時

に
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
な
ど

を
日
ご
ろ
か
ら
把
握
し
て
お
く

こ
と
で
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

公
共
施
設
や
住
宅
と
そ
の
周

辺
、
通
学
路
な
ど
の
安
全
点
検

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

一
戸
一
灯
運
動
は
、
夜
間
、

家
庭
の
玄
関
灯
な
ど
を
点
灯
す

る
こ
と
で
、
防
犯
灯
や
街
路
灯

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
ま
ち
全
体

を
明
る
く
す
る
運
動
で
す
。

ま
ち
全
体
を
明
る
く
す
る
こ

と
は
、
犯
罪
者
に
「
見
つ
か
り

や
す
い
」
な
ど
の
印
象
を
与
え

る
た
め
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
運
動
を
推
進
し
、
犯
罪

や
事
故
の
無
い
地
域
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

犯
罪
の
脅
威
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
北
側
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
は
虹
の
橋
の
東
側

に
４
台
、
西
側
に
４
台
の
合
計

８
台
を
設
置
。
10
月
20
日
（
金
）

か
ら
作
動
さ
せ
ま
す
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十

分
に
配
慮
し
運
用
し
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
旨
を
撮
影
対
象
区
域
の
見
や

す
い
場
所
に
表
示
し
ま
す

・
常
時
監
視
す
る
モ
ニ
タ
ー
は

設
置
し
ま
せ
ん

・
記
録
し
た
画
像
デ
ー
タ
は
、

捜
査
機
関
へ
の
捜
査
目
的
の
情

報
提
供
な
ど
の
ほ
か
に
は
使
用

し
ま
せ
ん

犯
罪
の
未
然
防
止
や
災
害
の
減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
市
民
や
行
政
、
関
係
団
体

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
持
っ
て
日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
な
安
全
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

市
民
の
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
各
種
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

詳
し
く
は
総
務
課
庶
務
防
災
係
（
1
85
・
３
５
０
６
）
へ
。

駅前に設置された防犯カメラ
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今
年
５
月
29
日
に
設
置
さ
れ

た
市
民
協
働
推
進
会
議
で
は
、

市
民
協
働
指
針
、
活
動
拠
点
の

あ
り
方
、
推
進
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
９
回
に
渡
っ
て
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
８
月
に
「
市
民

活
動
拠
点
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
提
言
書
」
が
、
10
月
に
「
市

民
協
働
推
進
の
た
め
の
提
言

書
」が
市
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
を

受
け
て
市
民
協
働
指
針
の
策

定
、
活
動
拠
点
の
設
置
、
施
策

推
進
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

そ
こ
で
、
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
、
広
く
皆
さ
ん
の
意
見
な

ど
を
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
２

つ
の
提
言
書
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
市
が
政
策
立
案
に
あ
た
っ

て
、
市
民
か
ら
の
意
見
と
そ
の

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を

公
表
す
る
制
度
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
な
ど

の
決
定
前
の
段
階
で
、
素
案
を

公
表
。
広
く
意
見
な
ど
を
提
出

で
き
る
機
会
を
設
け
、
提
出
さ

れ
た
意
見
・
情
報
を
考
慮
し

て
、
最
終
決
定
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
提
言
書
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.tosu.lg.jp

）
ま

た
は
市
民
協
働
推
進
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

募
集
期
間
●
10
月
16
日
（
月
）

か
ら
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

提
出
方
法
●
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
協
働
推
進
課

（
〒
８
４
１
｜
８
５
１
１
鳥
栖

市
宿
町
１
１
１
８
番
地
1
85
・

３
５
７
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
83
・
３
３

１
０
　
Ｅ
メ
ー
ル：

tosu@
city

.tosu.lg.jp

）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い

「
市
民
活
動
拠
点
の
あ
り
方
」「
市
民
協
働
推
進
」
の
提
言
書
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
清
掃
美

化
活
動
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
10
月
29
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
（
受
け
付
け
は
同
８

時
40
分
〜
）
雨
天
中
止

集
合
場
所
●
佐
賀
競
馬
場
駐
車

場内
　
容
●
道
路
沿
い
に
散
乱
し

た
ゴ
ミ
の
回
収
。
１
時
間
半
程

度そ
の
他
●
ゴ
ミ
袋
、
火
バ
サ
ミ

な
ど
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

が
、
軍
手
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
●
環
境
対
策
課

（
1
85
・
３
５
６
１
）

有
明
海
は
日
本
有
数
の
ノ
リ

養
殖
場
で
す
が
、
近
年
、
漂
着

す
る
ゴ
ミ
の
増
加
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

関
係
す
る
自
治
体
、
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
毎
年
ノ
リ
生
産

時
期
を
中
心
に
関
係
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海
岸
の
清
掃

や
ゴ
ミ
回
収
船
に
よ
る
漁
場
内

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
努
力
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。

ノ
リ
の
養
殖
は
９
月
に
支
柱

を
立
て
、
10
月
上
旬
か
ら
11
月

中
旬
に
か
け
て
の
採
苗
、
育
苗

期
を
迎
え
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

そ
の
年
の
ノ
リ
生
産
を
左
右
す

る
重
要
な
時
期
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

河
川
は
ノ
リ
の
養
殖
に
必
要

な
栄
養
素
を
運
ぶ
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
時
に
海
に
流
出
し
た
浮
遊
ゴ

ミ
や
ア
シ
な
ど
が
ノ
リ
網
に
付

着
す
る
と
、
ノ
リ
芽
の
育
成
や

ノ
リ
の
品
質
に
障
害
が
生
じ
ま

す
。河

川
や
水
路
な
ど
に
ゴ
ミ
を

流
さ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
課
農
政
係

（
1
85
・
３
５
６
３
）
へ
。

市
で
は
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
な
ど
市

内
５
駅
前
駐
輪
場
に
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
10

月
30
日
（
月
）
に
撤
去
し
ま
す

（
雨
天
時
は
延
期
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

こ
れ
に
先
立
ち
放
置
車
両
調

査
の
た
め
、
各
駐
輪
場
に
停
め

て
あ
る
す
べ
て
の
自
転
車
、
バ

イ
ク
に
「
確
認
書
」
を
取
り
付

け
ま
し
た
。

所
有
者
は
自
分
の
自
転
車
や

バ
イ
ク
に
付
い
て
い
る
「
確
認

書
」
を
10
月
29
日
（
日
）
ま
で

に
取
り
外
し
、
各
駐
輪
場
出
入

口
に
設
置
し
て
い
る
「
確
認
書

回
収
箱
」に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
確
認
書
」
を
周
辺
に

投
棄
す
る
こ
と
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
建
設
課
管
理
係

（
1
85
・
３
５
９
８
）
へ
。

「
市
民
活
動
拠
点
の
あ
り
方
」「
市
民
協
働
推
進
」
の
提
言
書
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

「
市
民
活
動
拠
点
の
あ
り
方
」「
市
民
協
働
推
進
」
の
提
言
書
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

「
市
民
活
動
拠
点
の
あ
り
方
」「
市
民
協
働
推
進
」
の
提
言
書
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

植え込みなどに散乱するゴミを拾う参加者



■
環
境
保
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

【
小
学
生
の
部
・
応
募
総
数
２
０
９
点
】
金
賞
＝
森
契
人
（
鳥
栖
北

小
５
年
）
▽
銀
賞
＝
久
保
山
大
輔
（
田
代
小
１
年
）
山
内
奈
々

（
同
５
年
）
▽
銅
賞
＝
緒
方
梓
（
鳥
栖
北
小
４
年
）
古
澤
瑞
希

（
同
６
年
）
古
瀬
由
季
（
田
代
小
５
年
）
▽
入
賞
＝
小
河
晴
樹

（
田
代
小
２
年
）
久
保
山
晴
菜
（
同
４
年
）
牟
田
直
航
（
同
）
小

川
理
沙
（
同
）
西
美
月
（
鳥
栖
北
小
３
年
）
曽
我
滉
輝
（
同
４

年
）
堤
晴
菜
（
同
）
高
井
勇
之
介
（
鳥
栖
小
５
年
）
宮
原
秀
明

（
同
６
年
）
安
部
万
里
奈
（
同
）

【
中
学
生
の
部
・
応
募
総
数
３
１
１
点
】
金
賞
＝
岩
橋
え
り
（
鳥
栖

中
１
年
）
▽
銀
賞
＝
前
田
麗
保
（
鳥
栖
中
１
年
）
▽
銅
賞
＝
岸

俊
介
（
鳥
栖
中
２
年
）
西
村
拓
海
（
同
）
寺
h
允
佳
子
（
田
代

中
２
年
）
▽
入
賞
＝
伊
達
ま
な
み
（
田
代
中
１
年
）
山
下
真
帆

子
（
同
）
小
川
誠
（
同
）
古
河
結
衣
（
同
２
年
）
古
賀
あ
ゆ
み

（
同
）
弓
友
香
（
鳥
栖
中
２
年
）
吉
田
満
美
（
同
）
副
島
晴
佳



（
同
）
杉
野
は
る
か
（
同
）
光
安
佑
生
（
同
）

■
交
通
安
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
【
応
募
総
数
２
４
３
点
】

金
賞
＝
久
米
舞
（
鳥
栖
北
小
６
年
）
▽
銀
賞
＝
宮
嵜
由
佳
（
鳥

栖
北
小
１
年
）
権
藤
茜
（
基
里
中
２
年
）
▽
銅
賞
＝
成
富
丈
一

郎
（
田
代
小
１
年
）
大
坪
夕
里
歌
（
麓
小
６
年
）
大
嶋
悠
（
鳥

栖
中
１
年
）
▽
入
賞
＝
酒
井
晴
希
（
鳥
栖
北
小
２
年
）
大
久
保

美
里
（
同
６
年
）
野
口
拓
哉
（
同
）
藤
吉
泰
誠
（
若
葉
小
２
年
）

兵
庫
広
隆
（
同
４
年
）
田
中
良
（
田
代
小
６
年
）
村
山
奈
津
実

（
麓
小
６
年
）
山
本
敏
暉
（
田
代
中
２
年
）
眞
田
侑
弥
（
同
）
南

里
優
奈
（
同
）

■
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

【
小
学
生
の
部
・
応
募
総
数
33
点
】
金
賞
＝
a
尾
好
（
鳥
栖
小
６
年
）

▽
銀
賞
＝
原
杏
花
（
鳥
栖
小
６
年
）
永
利
優
奈
（
鳥
栖
北
小
６

年
）
▽
銅
賞
＝
佐
藤
和
威
（
旭
小
１
年
）
宮
原
正
和
（
鳥
栖
小

３
年
）
野
田
大
貴
（
同
６
年
）
▽
入
賞
＝
緒
方
梓
（
鳥
栖
北
小

４
年
）
井
上
佳
奈
（
若
葉
小
５
年
）
城
野
あ
り
さ
（
鳥
栖
小
５

年
）
武
田
綾
美
（
同
６
年
）

【
中
学
生
の
部
・
応
募
総
数
43
点
】
金
賞
＝
前
田
鈴
穂
（
鳥
栖
中
３

年
）
▽
銀
賞
＝
福
地
恵
利
花
（
鳥
栖
中
３
年
）
緒
方
仁
美
（
同
）

▽
銅
賞
＝
曽
我
優
貴
子
（
鳥
栖
中
１
年
）
武
田
成
美
（
同
２
年
）

坂
本
祐
美
（
同
３
年
）
▽
入
賞
＝
兵
庫
由
眞
（
田
代
中
１
年
）

田
中
愛
（
鳥
栖
中
１
年
）
川
良
亜
紀
（
同
２
年
）
並
木
彩
乃

（
同
３
年
）

■
下
水
道
ポ
ス
タ
ー

【
小
学
生
の
部
・
応
募
総
数
22
点
】
金
賞
＝
緒
方
梓
（
鳥
栖
北
小
４

年
）
▽
銀
賞
＝
宮
原
秀
明
（
鳥
栖
小
６
年
）
▽
銅
賞
＝
宮
原
正

和
（
鳥
栖
小
３
年
）

【
中
学
生
の
部
・
応
募
総
数
26
点
】
金
賞
＝
原
真
奈
美
（
鳥
栖
中
２
　

（
鳥
栖
中
１
年
）

■
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
【
応
募
総
数
13
点
】
特
選
＝
橋

本
爽
（
鳥
栖
小
５
年
）
▽
入
選
＝
山
本
尚
志
（
鳥
栖
小
３
年
）

曽
我
滉
輝
（
鳥
栖
北
小
４
年
）
横
部
瑞
葉
（
田
代
小
４
年
）
是

永
早
紀
（
旭
小
５
年
）
曽
我
優
貴
子
（
鳥
栖
中
１
年
）

田
友
華

年
）
▽
銀
賞
＝
石
橋
澪
（
田
代
中
２
年
）
▽
銅
賞
＝



フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子

育
て
の
応
援
が
必
要
な
人
（
利
用
会
員
）
と
子
育

て
の
応
援
を
す
る
人
（
協
力
会
員
）
で
つ
く
ら
れ

る
会
員
組
織
で
す
。
地
域
で
の
子
育
て
支
援
活
動

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員
養
成
講
座
を
開
き

ま
す
。
男
性
の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
！

と
　
き
●
11
月
２
日
（
木
）
・
９
日
（
木
）
・
22

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

受
講
料
●
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
準
備
）

そ
の
他
●
託
児
可

申
し
込
み
●
10
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉

会
館
（
1
81
・
５
４
７
７
）
へ

市
で
は
次
の
と
お
り「
糖
尿
病
予
防
の
つ
ど
い
」

を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病
予
防
の
コ
ツ

を
学
び
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
85
・
３
６
５
０
）
へ
。

と
　
き
●
11
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
半
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
午
前
10
時
半

〜
午
後
３
時
▽
栄
養
士
会
に
よ
る
食
事
に
つ
い
て

の
講
話
・
食
事
指
導
＝
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
▽

基
調
講
演
＝
午
後
２
時
〜
同
３
時
、
佐
藤
雄
一
先

生
（
聖
マ
リ
ア
病
院
）

そ
の
他
●
弁
当
を
使
っ
た
昼
食
指
導
を
行
い
ま
す

（
弁
当
代
が
必
要
）。
希
望
者
は
11
月
６
日
（
月
）

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
中
学
校
給
食
栄
養
士
嘱

託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
●
次
の
①
②
③
を
い

ず
れ
も
満
た
す
人
①
平
成
18
年

12
月
１
日
現
在
、
60
歳
未
満
の

市
内
在
住
者
②
管
理
栄
養
士
ま

た
は
栄
養
士
の
有
資
格
者
③
１

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

※
た
だ
し
、
以
前
市
嘱
託
職
員

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
人
は
除
く

募
集
人
員
●
１
人

雇
用
期
間
●
平
成
18
年
12
月
１

日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で

（
勤
務
成
績
が
良
好
な
時
は
雇

用
期
間
を
更
新
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
長
５
年
）

勤
務
形
態
●
午
前
８
時
半
〜
午

後
４
時
15
分
（
変
更
の
場
合
が

あ
り
ま
す
）。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み

賃
　
金
●
月
額
14
万

４
９
０
０
円
（
変
更

の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
●
10
月
23

日
（
月
）
ま
で
に
①

申
込
書
（
記
載
例
を

参
照
）
②
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の

③
返
信
先
を
記
入
し
た
は
が
き

を
教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
８

４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町

１
１
１
８
番
地
1
85
・
３
６
９

１
）
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
当
日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
、
面
接
な
ど

（
10
月
28
日
を
予
定
）



稲
わ
ら
焼
却
に
よ
る
煙
は
周

辺
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

稲
わ
ら
は
有
効
な
資
源
で

す
。
焼
却
せ
ず
に
す
き
込
み
に

よ
る
地
力
の
増
進
な
ど
有
効
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
課
農
政
係

（
1
85
・
３
５
６
３
）
へ
。

国
土
交
通
省
で
は
10
月
を
土

地
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

一
定
面
積
（
市
街
化
区
域
２

０
０
０
㎡
、
市
街
化
区
域
外
の

都
市
計
画
区
域
５
０
０
０
㎡
、

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
１
万

㎡
）
以
上
の
土
地
の
売
買
な
ど

の
取
引
を
し
た
場
合
は
２
週
間

以
内
に
所
在
市
町
村
へ
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
総
合
政
策
課
（
1

85
・
３
５
１
１
）
へ
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
に
す
る
た

め
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

い
て
、
従
業
員
を
一
人
で
も
雇

用
す
る
事
業
主
は
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥

栖
（
1
82
・
３
１
０
８
）
へ
。

と
　
き
●
10
月
29
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
佐
賀
会
場
＝
県
総
合

運
動
場
、
佐
賀
市
文
化
会
館
▽

東
与
賀
会
場
＝
干
潟
よ
か
公
園

▽
唐
津
会
場
＝
唐
津
東
港

内
　
容
●
水
産
業
関
連
の
テ
ー

マ
館
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

佐
賀
会
場
の
み
28
日
も
開
催

問
い
合
わ
せ
●
同
大
会
佐
賀
県

実
行
委
員
会
（
1
０
９
５
２
・

25
・
７
１
４
３
）

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
へ
来
園

さ
れ
る
お
客
さ
ん
へ
、
ガ
イ
ド

と
し
て
遺
跡
を
紹
介
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ひ
み
か
応
援
隊
」

を
募
集
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
研
修

な
ど
充
実
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
同

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
（
1
０
９

５
２
・
55
・
９
３
３
３
）
へ
。

と
　
き
●
Ａ
日
程
＝
11
月
８

日
・
22
日
▽
Ｂ
日
程
＝
11
月
15

日
・
29
日
。
時
間
は
正
午
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

定
　
員
●
各
ク
ラ
ス
10
人
（
先

着
順
）

講
　
師
●
井
上
郁
予
さ
ん
（
Ｐ

ａ
ｎ
家
店
長
）

材
料
費
●
１
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
●
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
●
10
月
21
日
（
土
）

午
前
９
時
以

降
に
サ
ン

メ
ッ
セ
鳥

栖
（
1

84
・
２
１

２
１
）
へ
　
　

ひ

み

か

応

援

隊

稲
わ
ら
焼
却
防
止

に

ご

協

力

を

パ
ン
作
り
教
室
受
講
者

お
済
み
で
す
か
？

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き

10
月
は
土
地
月
間
で
す

第
26
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会



市
民
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
に
よ
る
普
通
救

命
講
習
1
を
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
11
月
12
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
地
区

消
防
事
務
組
合（
本
町
３
丁
目
）

講
習
内
容
●
応
急
手
当
の
対
象

者
と
必
要
性
▽
心
肺
蘇
生
法

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
靴

申
し
込
み
●
11
月
２
日
（
木
）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1

85
・
３
６
５
０
）
へ

と
　
き
●
11
月
11
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
鳥
栖
三
養
基
医
師
会

館
（
幸
津
町
）

講
　
師
●
水
田
敏
彦
さ
ん
（
佐

賀
大
学
医
学
部
）、
川
添
聖
治

さ
ん
（
県
立
病
院
好
生
館
）

テ
ー
マ
●
肝
臓
病
は
こ
わ
く
な

い申
し
込
み
●
鳥
栖
保
健
福
祉
事

務
所
（
1
83
・
３
５
７
９
）
へ
。

当
日
参
加
も
可

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職

者
に
特
別
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
対
象
は
過
去
に
石
綿
を
製

造
、取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、

事
業
場
の
廃
業
な
ど
で
石
綿
健

康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
退
職

者
。
診
断
無
料
。
市
が
行
う
石

綿
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
調
査
と

は
異
な
り
ま
す
。

受
付
期
間
は
11
月
１
日（
水
）

か
ら
17
日
（
金
）
ま
で
。
申
し

込
み
な
ど
詳
し
く
は
（
財
）
佐

賀
県
産
業
医
学
協
会
（
1
０
９

５
２
・
22
・
６
７
２
９
）
へ
。

対
　
象
●
初
心
者
で
、
講
座
終

了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
で
き
る
人

と
　
き
●
11
月
10
日
か
ら
来
年

１
月
26
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

（
全
10
回
、
12
月
29
日
と
１
月

５
日
は
除
く
）、
午
後
１
時
半

〜
同
４
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

講
　
師
●
竹
田
寿
和
さ
ん
（
県

立
点
字
図
書
館
館
長
）

テ
キ
ス
ト
代
●
１
０
５
０
円

定
　
員
●
15
〜
20
人

申
し
込
み
●
11
月
１
日
（
水
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
1

85
・
３
５
５
５
）
へ

対
　
象
●
講
座
終
了
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
要
約
筆
記

美
々
の
会
」
で
一
緒
に
活
動
で

き
る
人

と
　
き
●
10
月
31
日
か
ら
11
月

28
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
全

５
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

定
　
員
●
20
人
程
度

テ
キ
ス
ト
代
●
１
０
０
０
円

そ
の
他
●
昼
食
は
各
自
用
意

申
し
込
み
●
10
月
25
日
（
水
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
1

85
・
３
５
５
５
）
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
で
は
、
旧
軍
人
等

で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩

給
欠
格
者
の
方
、
終
戦
に
伴
い

国
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
贈
呈
し
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
詳
し
く
は
独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
（
1
０
１
２
０
・
２
３

４
・
９
３
３
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.heiwa.go.jp

）
へ
。

な
お
、
請
求
書
類
は
社
会
福

祉
課
（
1
85
・
３
５
５
３
）
に

あ
り
ま
す
。

と
　
き
●
11
月
２
日
・
９
日
・

16
日
・
30
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
９
５
２
・
31
・

４
１
９
１
）

県
で
は
「
巡
回
労
働
相
談
」

と
「
電
話
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
無
料
。

◆
巡
回
労
働
相
談

と
　
き
●
11
月
７
日
（
火
）
・

21
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
東
別
館
１
階

相
談
内
容
●
労
働
条
件
、
解
雇
、

労
働
保
険
、
労
働
組
合
な
ど

◆
電
話
相
談

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

高田満生さん久美子さんの長男

海 来
み ら い

く ん
（１歳、蔵上２丁目）

●両親からひと言
元気いっぱい逞しく育って
ね。

基本健診

鳥
栖
三
養
基
市
民
公
開
講
座

普
通
救
命
講
習
1

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養

成

講

座

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

11
月
の
社
会
保
険
相
談

巡
回
労
働
相
談

石
綿
業
務
に
従
事
し
た

離
職
者
の
特
別
健
康
診
断

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
へ

書
状
等
の
贈
呈



■
新
着
図
書

●
児
童
書

寿
限
無
（
斎
藤
孝
）
▽
彩
雲
国

物
語
11
（
雪
乃
紗
衣
）
▽
モ
コ

モ
コ
ち
ゃ
ん
家
出
す
る
（
角
野

栄
子
）
▽
う
し
ろ
の
正
面
（
小

森
香
折
）
―
ほ
か

●
一
般
書

手
の
ひ
ら
予
報
（
日
笠
雅
水
）

▽
寅
彦
と
冬
彦
（
池
内
了
）
▽

美
し
い
国
へ
（
安
倍
晋
三
）
▽

先
を
読
む
頭
脳
（
羽
生
善
治
）

▽
名
も
な
き
毒（
宮
部
み
ゆ
き
）

▽
お
と
ぎ
の
国
の
科
学
（
瀬
名

秀
明
）
―
ほ
か

■
俳
句
教
室

と
　
き
●
10
月
28
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
２
階
集
会
室

■
子
ど
も
映
画
会

と
　
き
●
11
月
４
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
２
階
視
聴
覚
室

上
映
作
品
●
「
ポ
パ
イ
の
魔
法

の
ラ
ン
プ
」「
お
や
ゆ
び
ひ
め
」

「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」

入
場
料
●
無
料

電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
25
・

７
１
０
０
（
県
労
働
課
）

11
月
の
市
民
相
談
会
を
左
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
２

階
第
１
会
議
室
。
詳
し
く
は
市

民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
推
進

係
（
1
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

◆
自
然
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

２
日
（
木
）
旭
公
民
館

◆
花
、
野
菜
、
そ
の
月
の
主
な

作
業

７
日
（
火
）
田
代
公
民

館◆
菊
花
手
入
及
び
花
壇
へ
の
陳

列

10
日
（
金
）
鳥
栖
公
民
館

◆
消
毒
の
仕
上
げ
、
バ
ラ
に
適

し
た
土
壌
に
つ
い
て

15
日

（
水
）
若
葉
公
民
館

◆
黒
松
の
古
葉
除
去
、
草
花
の

管
理

18
日
（
土
）
中
央
公
民

館※
時
間
は
午
前
９
時
半
〜
同
11

時
。
18
日
の
中
央
公
民
館
の
み

午
後
１
時
半
〜
同
３
時
。
詳
し

く
は
市
花
と
み
ど
り
の
推
進
協

議
会
（
1
85
・
３
６
０
３
）
へ
。

■ライファ料理教室
11月12日（日）午前10時～
午後２時半、若葉コミュニテ
ィセンター。参加費1,200円で
定員は30人。申し込みは10月
31日（火）までにライファ事
務局（弘堂国際学園内181-

5075）へ。

■県立香楠中学校
第２回学校説明会
10月21日（土）午前10時受
け付け、同10時半開始、市民
文化会館。詳しくは県立香楠
中学校開校準備室（183-8483）

へ。

■シニアパソコンサークル
「シニアネッとす」はシニ
アによるシニアのためのパソ
コンサークルです。初心者か
ら中級者まで気軽に学習でき
ます。詳しくはシニアネッと
す・森下（184-7337）へ。

■インフルエンザの講演会
11月１日（水）午後３時～
同３時40分、国立病院機構東
佐賀病院（みやき町）。詳しく
は同病院地域医療連携室
（194-2048内線704）へ。

■職業訓練受講生を募集
久留米地域職業訓練センタ
ーでは、「シニア向けパソコン
教室」「はじめてのJW-CAD」
「はじめてのAuto-CAD」の受
講生を募集します。場所はい
ずれも同センター。受講料な
ど詳しくは同センター（144-

5201）へ。

■遺言と相続の無料セミナー
11月５日（日）午前10時～
正午、基山町民会館。資料代
に500円が必要です。申し込
みは、往復はがきに①住所②
氏名③電話番号④「無料セミ
ナー参加希望」と明記の上、
11月２日（木）までに遺言・
相続・成年後見お世話人セン
ター事務局（〒830-0001久留
米市小森野５丁目18-251090-

7920-5950）へ。

■
11
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
第
一
木
曜
日

（
２
日
）、
勤
労
感
謝
の
日

（
23
日
）。
文
化
の
日
（
３
日
）

は
開
館
し
ま
す
。
た
だ
し
、

午
後
５
時
閉
館

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
火

曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
開

館
）

■
貸
し
出
し

１
人
10
点
ま
で
、
期
間
は
14

日
間
。
貸
出
券
が
必
要
で
す

■
お
話
し
会（
毎
週
水
曜
日
）

11
月
の
園
芸
教
室

11
月
の
市
民
相
談
会

幼
児
向
け
＝
午
前
11
時
〜

児
童
向
け
＝
午
後
４
時
〜



市
民
文
化
祭
が
11
月
３
日
か

ら
同
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

３
日
の
式
典
で
は
市
民
奨
励

賞
、
市
政
功
労
者
、
市
文
化
連

盟
芸
術
文
化
賞
の
授
賞
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
日
午
後

１
時
半
か
ら
は
好
評
の
「
職

域
・
グ
ル
ー
プ
対
抗
歌
合
戦
」

が
開
か
れ
る
ほ
か
、
同
日
午
後

２
時
か
ら
は
「
佐
賀
藩
領
鳥
栖

地
方
の
支
配
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
小
宮
睦
之
氏
（
元
県
立

博
物
館
副
館
長
）
が
講
演
。
最

終
日
の
12
日
に
は
地
元
に
咲
い

た
俳
諧
の
花
寺
崎
紫
白
女
物
語

「
菊
の
道
」
が
鳥
栖
市
民
劇
団

に
よ
り
上
演
さ
れ
ま
す
。

特
に
今
回
の
舞
台
部
門
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
揃
い
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
1

85
・
３
６
４
５
）
へ
。

鳥
栖
市
観
光
協
会
で
は
、
長

崎
街
道
を
歩
き
な
が
ら
、
郷
土

の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
て

も
ら
お
う
と
「
長
崎
街
道
ま
つ

り
」
を
開
き
ま
す
。

詳
し
く
は
同
協
会
（
1
83
・

８
４
１
５
）
へ
。

と
　
き
●
10
月
22
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
田
代
八
坂
神
社
〜
鳥

栖
八
坂
神
社
〜
轟
木
日
子
神
社

（
約
４
d
）

内
　
容
●
街
道
沿
い
で
の
史

跡
案
内
、
各
神
社
で
の
芸
能

舞
台
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

３
０
０
円
で
販
売
す
る
「
藩

札
」
は
、
通
行
手
形
や
お

茶
・
お
菓
子
付
き
お
む
す
び

と
引
き
換
え
ら
れ
る
ほ
か
、

同
時
開
催
の
「
ふ
れ
あ
い
秋

葉
祭
（
秋
葉
神
社
）」
で
も

使
え
ま
す
。
無
料
巡
回
バ
ス

も
あ
り
ま
す

現
状

増やす

目
標

目
標

増やす

現
状

 84.0%

現
状

現
状

長崎街道まつり長崎街道まつり

江戸時代の衣装に身を包んだ人たちが長崎
街道を練り歩きます


